
歴史街道の案内所として、道の駅い

ながわ・地域農業情報センター内に

「道の駅歴史街道ｉセンター(インフォメ

ーションセンター）」を開設しています。

関西各地のイベント情報を、パネル

展示やパンフレットなどでお知らせす

るとともに、歴史街道に関する図書・

ビデオ・DVDを販売しています。

道の駅いながわに

ｉ
アイ

センターを設置

平成1 2年度から行っている「代官所跡遺跡発掘調査」により、

歴史的な価値が明らかになりつつある中で、銀山には貴重な歴

史・史蹟などが多数存在するといわれています。これらの歴史的

な史蹟や文化を保存・継承し、来訪者に気軽に親しんでいただく

機会を提供するため、平成18年度に資料館を整備します。

�施設種別 民俗資料保管・展示施設

�整備予定地 猪名川町銀山字長屋前13番地（銀山公会堂横）

�敷地面積 約1,400㎡（写真点線内）

�建物の機能 展示スペース、休憩室・観光スポット、事務スペ

ース他

�その他 豊臣ゆかりの地として、大阪城などから資料提供を受

け、特別展などの開催も計画しています。

本町では歴史街道計画を進めるとともに、来訪者に本町の魅

力を十分に味わっていただき、楽しいひとときを過ごしていた

だくため、観光ガイドの育成を図ることとしています。

観光ガイドは、本町の歴史や文化を言葉で来訪者に伝えるこ

とにより、来訪者の「見る」だけの観光から「交流・参加する」

観光に変える役目を担っています。観光ガイドの豊富な知識や

もてなしの心は、来訪者をひきつけ良い印象を与えるのみでな

く、地域の魅力づくりに貢献し、地域の振興・活性化にもつな

がっていきます。

昨年の1 2月、準備会を立ち

上げ、観光ガイドの育成に

向けた先進地への視察研修

や、ガイドマニュアルの素

案作りなどを行っています。

今後、住民の皆さんに向

けて観光ガイドの募集を行

い 、 歴 史 史 実 や 名 所 ・ 旧

跡・民話などを学ぶ観光ガ

イド養成講座を開くなど、

平成 1 8年度には組織を設立

できるよう取り組んでいま

す。

歴史街道観光ガイド準備会が発足

（仮称）銀山資料館の建設

歴
史
街
道
計
画
っ
て
な
に
？
ど

ん
な
コ
ー
ス
が
あ
る
の
？
猪
名
川

町
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
の
？
・
・
・
　
皆
さ
ん
の
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

関
西
は
日
本
の
国
宝
の
約
６
割
、

重
要
文
化
財
の
約
５
割
、
国
指
定

の
史
跡
名
勝
の
約
３
割
が
集
積
す

る
、
ま
さ
に
「
歴
史
文
化
の
宝
庫
」

と
し
て
世
界
に
誇
れ
る
地
域
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
街
道
計
画

は
、
こ
の
豊
か
な
関
西
の
歴
史
文

化
資
源
を
生
か
し
、
日
本
の
歴
史

文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
国
内
外
の

人
々
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
よ

う
と
す
る
、
近
畿
２
府
６
県
が
官

民
を
あ
げ
て
行
っ
て
い
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
す
。

メ
イ
ン
ル
ー
ト
と
テ
ー
マ
ル
ー

ト
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

メ
イ
ン
ル
ー
ト
と
は
、
古
代

史
・
奈
良
時
代
・
平
安
〜
室
町
時

代
・
戦
国
〜
江
戸
時
代
・
近
代
の

５
つ
の
時
代
別
ゾ
ー
ン
を
結
ぶ
３

０
０
km
の
ル
ー
ト
（
伊
勢
―
飛
鳥

―
奈
良
―
京
都
―
大
阪
―
神
戸
）

で
す
。
テ
ー
マ
ル
ー
ト
は
、「
お
伊

勢
ま
い
り
ル
ー
ト
」
や
「
丹
後
・

▲近江八幡市の観光ガイドの活動

を視察する参加者の皆さん

丹
波
伝
説
の
旅
ル
ー
ト
」
な
ど
地

域
の
特
徴
を
生
か
し
た
８
本
の
ル

ー
ト
で
す
。

近
代
ゾ
ー
ン
の
あ
る
大
阪
か
ら

神
戸
ま
で
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
に
入

り
ま
す
。
近
代
ゾ
ー
ン
に
は
、
神

戸
市
・
宝
塚
市
・
豊
中
市
・
箕
面

市
な
ど
が
歴
史
街
道
の
事
業
地
区

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
に
は
、
歴
史
や
史
跡
、
県

や
国
の
重
要
文
化
財
な
ど
歴
史
的

価
値
の
あ
る
も
の
が
多
く
残
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
住
民
の
皆
さ

ん
も
含
め
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
観
光
地
と
し
て
整
備
し
、
ま

ず
は
住
民
の
皆
さ
ん
に
歴
史
的
地

域
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
実
感
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
楽
し

く
歴
史
文
化
と
接
す
る
こ
と
の
で

き
る
ま
ち
と
し
て
来
訪
者
を
呼
び

込
み
、
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
て
い

く
た
め
、
知
名
度
の
高
い
こ
の
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

現
在
、
本
町
で
は
、
点
在
す
る

歴
史
文
化
物
や
景
勝
地
を
結
ぶ
散

策
路
を
、
猪
名
川
に
寄
り
沿
っ
て

整
備
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
18
年
度
ま
で
に
、（
仮
称
）

銀
山
資
料
館
を
銀
山
地
区
に
建
設

す
る
と
と
も
に
、
来
訪
者
な
ど
に

対
す
る
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

歴
史
街
道
の
案
内
所
で
あ
る

「
ｉ
セ
ン
タ
ー
」
が
、
近
畿
各
地
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

町
の
ｉ
セ
ン
タ
ー
は
、
道
の
駅
い

な
が
わ
内
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

各
地
の
情
報
が
入
手
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課

（
�
７
６
６
・
８
７
１
１
）
へ
。

①東光寺の木喰仏（北田原地区）

②国の登録文化財「静思館」（上野地
区）

③青木間歩の内部（銀山地区）

④国の重要文化財「戸隠神社本殿」
（肝川地区）
⑤春の屏風岩（北田原地区）

歴史街道の観光コース
ふるさと館～道の駅いながわ～日生中央駅を

結ぶこのルートには、木喰仏や国の登録文化財

である静思館、戸隠神社本殿、埋蔵金伝説のあ

る多田銀銅山など本町の歴史や文化が点在する

とともに、自然豊かな近畿自然歩道や1 8 0体余り

の石像が点在する彫刻の道を散策路に取り入れ

ています。

今後、ふるさと館から銀山地区までの散策路

を猪名川に寄り沿わせながら整備し、近畿自然

歩道や彫刻の道とつないでいきます。

⑥道の駅いながわの農産物販売センター（万善地区）

⑦代官所の門（銀山地区）

⑧やないづ橋から見た猪名川（木津地区）

⑨彫刻の道にある石彫（内馬場地区）

平
成
15
年
３
月
に
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
か
ら
「
歴
史

街
道
モ
デ
ル
事
業
対
象
地
区
」
の
認
定
を
受
け
、
本
町
で
は
歴
史

街
道
計
画
整
備
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
16
年
度
か
ら
18
年
度
の
３
カ

年
の
間
に
、
施
設
や
散
策
路
の
整
備
、
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
歴
史
街
道
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の

本
町
で
の
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歴
史
街
道
計
画
と
は

ど
の
よ
う
な
計
画
？

歴
史
街
道
に
は
ど
の
よ
う
な

ル
ー
ト
が
あ
る
の
？

猪
名
川
町
は

ど
の
ル
ー
ト
に
入
る
の
？

な
ぜ
、
猪
名
川
町
は

モ
デ
ル
地
区
に　
な　
っ　
た　
の　
？　

歴歴
史史
街街
道道
なな
んん
でで
もも
ＱＱ
＆＆
ＡＡ

皆
さ
ん
は
「
歴
史
街
道
」
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
？
「
毎
日
、
テ

レ
ビ
で
見
て
る
よ
」
と
お
っ
し
ゃ

る
方
、
ま
た
、
歴
史
に
興
味
を
持

ち
、
各
地
を
訪
れ
て
い
る
間
に
巡

り
会
っ
た
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。「

歴
史
街
道
」
の
誕
生
は
、
昭

和
63
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ

の
頃
日
本
は
、
海
外
か
ら
「
顔
の

な
い
経
済
大
国
」
と
評
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
効
率
性
・
経
済
性
の
み

を
重
視
し
て
き
た
結
果
、
こ
の
よ

う
な
評
価
を
海
外
か
ら
受
け
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
抜
け
出
す
た
め
、

関
西
地
域
で
は
「
世
界
を
考
え
る

京
都
座
会
」
を
開
催
し
、
歴
史
・

文
化
・
こ
こ
ろ
な
ど
日
本
の
良
さ

を
再
発
見
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

長
い
歴
史
に
培
わ
れ
た
美
し
い
日

本
を
取
り
戻
す
取
り
組
み
を
は
じ

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
の
歴

史
文
化
の
魅
力
を
楽
し
く
体
験
し
、

実
感
で
き
る
旅
の
ル
ー
ト
と
し
て

「
歴
史
街
道
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

猪
名
川
町
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？　

歴
史
街
道
に
つ
い
て
も
っ
と

詳
し
く
知
り
た
い
の　
で　
す　
が　
？　

いつも笑顔と元気をあ

りがとう。お日様のよう

に暖かい元気な男の子に

育ってくださいね。

父　歩・母　環さん

井上
いのうえ

杏樹
あんじゅ

ちゃん
1歳2カ月（旭ケ丘）

植松
うえまつ

匠
たくみ

くん
1歳4カ月（肝川）

ご飯もおやつもたくさん

食べて、いつも元気な我が

家のお姫様。笑顔のステキ

な優しい子になってね。

父　浩一・母　みどりさん

血液が不足しています

献 血 に ご 協 力 を ！

寒い冬の時期は風邪をひき体調を崩される方が多く、輸血

用血液が不足します。献血にご協力をお願いします。

３月16日（水）、町役場で献血を行います

�とき ３月1 6日（水）午前1 0時～

正午・午後１時～同３時

�ところ 町役場玄関前

�内容 全血献血（200�・400�）

�対象 1 6～6 9歳の健康な人（6 5歳

以上の人の献血は、6 0～6 4歳の間に

献血経験がある人）です。

問い合わせは、保健センター

（�766－1000）へ。

痴
呆
が
認
知
症
に
替
わ
り
ま
す

＜２＞平成１７年( 2 0 0 5年)２月１５日＜３＞

ノ スルイウロ

にご注意ください！

◎汚染されていた貝類を、生あるいは十分に

加熱調理しないで食べた場合

◎食品を取り扱う人が感染して、その人を介

して汚染された食品を食べた場合

◎感染した人のふん便や嘔吐物から二次感染

した場合

◎手洗いを徹底して行いましょう（※）

◎食品は十分加熱しましょう

◎調理器具を加熱消毒しましょう

◎ふん便や嘔吐物の付着したものを処理する

場合はビニール手袋を用いましょう

※手洗いは、食中毒・感染症予防に最も有効

な方法です。手を濡らすだけの手洗いでは意

味がありません。石鹸を使い、手の平・手の

甲・指先・爪の内側・指の間・手首までしっ

かり洗う習慣を身につけましょう。洗った後

は清潔なタオルで水分を拭き取ってください。

問い合わせは、川西健康福祉事務所（ �

757－4220）へ。

感染経路

注意事項

「
痴
呆
」
に
対
す
る
誤
解
や

偏
見
の
解
消
を
図
る
た
め
、
「
認

知
症
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る

よ
う
、
厚
生
労
働
省
か
ら
通
知

が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
本
町
で
は
次
の
よ

う
に
用
語
の
使
い
方
を
替
え
て

い
き
ま
す
。

《
用
語
使
用
例
》

▼
痴
呆
　

　
認
知
症

▼
痴
呆
性
高
齢
者
　

　
認
知

症
の
高
齢
者
ま
た
は
認
知
症
高

齢
者

▼
痴
呆
の
状
態
に
あ
る
高
齢
者

　
認
知
症
の
高
齢
者

▼
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
　

　
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
何
も
で
き
な
い
」
「
何
も
わ

か
ら
な
く
な
る
」
と
い
う
認
知

症
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
を
な

く
す
た
め
、
厚
生
労
働
省
で
は

平
成
17
年
度
を
「
認
知
症
を
知

る
１
年
」
と
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
福
祉

課
（
�
７
６
６
・
８
７
０
１
）

へ
。

ノロウイルスによる、感染性胃腸炎の発生

が増加しています。通常は、吐き気、嘔吐、

下痢、腹痛症状がありますが、１～３日続い

た後、治ってしまうことが多いのですが、体

力のない高齢者やお子さんは脱水症状を起こ

すこともあり、注意が必要です。感染を防止

するため、次のことに気をつけましましょう。

猪名川町を全国に発信！
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